
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て 

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

一 般 質 問  一 般 質 問  

ふくろい市議会だより ふくろい市議会だより 

戸塚 文彦 議員

外国人児童・生徒に対する
取り組み状況は

新東名インターの周辺開発の考えは

歴史文書館を建設すべきでは

問　小中学校における日本語学級の数及び
その設置基準はどのようになっているか。

問　要援護者名簿を市・地域が共有化し、
災害時に活用できるよう関係機関共有方
式を採用すべきでは。 答　袋井東・袋井北・高南小学校及び袋井

中学校に教員を配置し、日本語学習や教科
学習の支援をしている。外国人児童・生徒
の在籍数に応じて県教育委員会が教員の
配置を決めている。 

答　公共工事の調達を従来の価格だけの
競争から、価格と品質の両面を評価して落
札者を決定する総合評価落札方式を19年
度に導入した。また、労務費の不当な圧縮
等によるダンピング受注の防止、排除のた
めの低入札価格調査などの制度を設けた。 

問　相談員配置による成果及び問題点は
何か。

答　外国人児童・生徒教育推進委員会を
設置し、推進センター校の設置、相談員の
効果的な運用の研究等を始めた。また、
以前よりも学校に協力的な外国人保護者
が増えてきた。しかし、現状の相談員の人
数では充分とはいえず、必ずしも必要な
支援ができてはいない。 

答　災害時に要援護者の情報を共有でき
る台帳の整備が必要であり、個人情報保護
審査会へ審査依頼を行う。また、災害時の
要援護者対策のための体制づくりを進める。 

答　指定ごみ袋へのごみ処理費用の上乗
せは、低所得者層に与える影響が大きい
と考える。ごみ袋の価格を上げないため、 

答　郷土の歴史資料を公開展示できる総
合的な資料館の設置が必要と考えるため、
庁舎等あり方検討委員会の結果と併せ十
分検討する。 

兼子 春治 議員

住民の税金でワーキングプアを
出すな

市の自衛隊訓練に対する対応は

災害時の要援護者対策は

問　ごみの減量と費用負担の公平化、
適正処理費用の確保などの成果が見込ま
れる家庭ごみの有料化を提言するが。

指定ごみ袋にごみ処理費用を
上乗せしては

問　公共事業・サービスの民間委託が増え
ているが、委託先の賃金や労働条件を適正
なものにするため、契約に関する「指針」「基
準」などを策定・見直すことが必要では。

問　新東名の開通を間近に控え、周辺の
土地利用構想を策定する考えはないか。
また、中村大日線を北へ延ばしインター
へ結びつけるべき。

答　土地利用構想については、森町・掛川
市が主体となるが、本市としても情報収集
し、周辺を含めた幅広い見地から影響を
考え、取り組んでいきたい。 

問　太田村松線を東に掛川市側に延ばし、
掛川市の中央から東名袋井インターへつ
なげる横軸の幹線道路として整備すべき。

答　将来構想として市道北原川村松西線
から東へ伸びる道路を計画しているため、
掛川市西環状線の路線計画との調整につ
いて検討する。 

問　市内で自衛隊富士学校の地形研究
訓練がおこなわれていると聞いたが、「そ
このけ体質」の自衛隊の迷彩服での集団
訓練は、平穏な市民生活になじまない。

問　古文書や近世役場文書等を保存・活
用する施設として浅羽支所3階を利用し、
「歴史文書館」を建設すべき。

豊沢地区開発の早期事業着手を

答　景気低迷などで計画検討が中断した
状況であるが、地権者への説明とともに、
引き続き民間企業の情報を収集していく。 

まずは、ごみの減量化の必要性をＰＲする。 

問　平成10年地元が同意・要望書を提出
したが、それ以降放置されている。今後ど
うするのか。

答　高南小学校に相談員1名が常駐し、教
材開発や指導方法の研究、保護者あての
文書の翻訳をしており、その情報を各学校
に提供している。 

問　独自の教材及び指導法を開発すべき
と考えるがどうか。

市の認識、基本的スタンスと対応は。

答　この訓練は、地図の判読や地形研究で、
地図上で定めたルートを実際に歩いて検
証し、実践経験を積むためのもので、訓練
に適した地形、周辺を展望できる場所であ
ることが会場の選定理由と伺っている。災
害時、自衛隊の果たす役割を考え、協力す
べきと判断する。 

浅田 二郎 議員

田中 克周 議員

太田村松線の東端（村松地内） 自衛隊も参加した昨年12月の防災訓練

外国人サポーター1名が常駐する高南小学校市の指定ごみ袋


